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Cyril F;. dos Passos 
Washington Corners, 
Mendham, New fersey, 
U, 8. A. 
February 14, 1950. 
Dear Mr. Okada * 

貴 カ の 先 旦 の 御 吉 め に 應 じ , 喜ん で 合 衆 
國 に 尺 け る 鱗 女 目 阜 (L pidopterology) の 
生 茸 を 少し 御 僚 を え し ます . 

現在 営 取 で 鱗 秦 月 了 専 門 の 倫 は わ つ か 一 
つ で , Charles L. Remington 博士 並 に 夫人 
の 司る The Lepidopterists* Society で す . 

この 含 は 1947 年 Remington 博士 と Harry 
K. Clench 氏 に より 結成 され , 現在 博士 が 
同 倉 長 行 物 The L p dopterists' News の 編 帳 
者 で , 拓 人 は 一 編 埋 者 で す . この 合 は 馬 密 


な 意味 で の Society で は な く , その 様 な 形 


式 の 名 を 用 ひ た 艇 行 物 で す . The Lepi.o- 
pterists?’ News は 7 8 9 互 以 外 の 毎月 に 長 
行 さ れ , 各 貴 は 12 机 より な つて ゐ ま す . 営 
腔 は 正規 全員 は 年 2 下 埋 助 會 員 は 年 4 

ドル 又は それ 以上 で す . 同誌 は 約 412 の 帝 
行 部 敷 を 有 し , UI RE 
つて ゐ ま す . 年 償 有名 科 が 配 太 きれ, こ 
れ は 他 の 會 員 と 通信 し た り め 標 本 の 交換 を し 
た りす る も の に と つて 非常 な 償 値 が あ り ま 
‘The Lepidopterists” News 融 李 行 前 , 1931 
年 以降 に は 合 衆 園 に は 鱗 女 目 を 専門 的 に 扱 
つた 定期 刊行 物 は あり ませ ん で し た . 1916 
年 と 99 年 と の 聞 に L pidopterist と Lepi- 


doptera と め う 5 人 答 誌 が 引 行 され まし た 前 
者 は Samuel EE. Cassino に より 艇 行 さ れ . 


まし た が , この 人 は 現在 35 版 に な つて ゐる 
Th . Naturalists' Directory の 施行 人 で も あ 
05 ま 


Lepidopterist は Boston Ento- 


molosical Club. の 會 報 で し た が , 一 容 終 了 
後 そ の 位置 は Lepidoptera に 代 られ まし 


た . この 立 者 は 不 規則 な 間隔 で 逆行 され ま 


した. これ 6 の 前 と な る と 鱗 超 目 専門 の 毅 


行 物 を 見 つけ る の に 1881 年 まで 湖 ら ね ば な 


る ませ ん . その 毅 行 物 は “Papilio" 


機 開 誌 で 4 年 間 績 きま し た 


え を, 属 の 再 検討 を 含み , 或 時 に 





と 呼ば 
れ ヶ The New York Entomological Clnb の 
. 合 業 園 の 談 贅 


目 由 の 一 般 の 過程 や 方 向 は , 他 の あぁ ら め る 
科 射 分野 と 同様 に 専門 化 に 向 つ て ゐ ま す . 
この 傾向 は 科 や 亜 科 に 専門 化す る 事 を 越 
は 種 の 群 の 
厩 究 に 専門 化す る まで に 進ん で 來 ま し た 
i 股 息 集 家 を 著者 た る の 分 野 か ら 6 

‘に 除い て i し た . 若い 世代 が 専 
i を され , 多く A られ た 今日 
は , アマ チュ ア の 理解 を 越 を た も の で す . 
アマ チュ テア 時 代 は な ま の 研究 + 見 集 家 や 
野外 客 察 者 と いつ た も の 以外 と し て は 限ら 


れ て ゐ ま す が , 併 し これ ら は 和 褒 最 も 大 切な 
研究 で す . 
種 の 研究 に 於 て 昆虫 の 外部 形態 は 交尾 航 


の 研究 に 座 を 譜 り ま た . これ は 雄 交 尾 器 
研 守 と DC り ま し た が , 今や 雌 変 尾 吸 
の 研究 へ と 進み まし た , 併 し これ ら の 器官 
は 非常 に 複雑 で すか ら 了 内 難 な 研 界 が 往々 で 
す . この 進歩 は 交尾 器 保 存 に 企 く 革命 的 な 
狂 化 を 瑠 し ま し た . 以前 標本 は 交尾 器 を 
cover glass の 下 に balsam の 中 へ 入れ て ゐ 
まし た が , 現在 は 交尾 准 を 同定 せ ず に むし 


- ろ Alcohol の 入 つた 小さ な 瓶 に 切開 し て 保 
OO 


NR 
証 で 疫 べ な 事 が 出来 ます - 人 0 は 


ネ 同 じ 時 計 皿 の 中 で いく A 


する 折 が ある の で や 危険 で す . 
本 邦 の 傾向 と し て 確か に 異常 型 に 命名 す 
る 様 な 暫 慣 か ら 6 騰 け 出 し た 事 が あり ます . 


全く 如 ぎ 去 つた , 我々 と は 絢 速 いび そん な 行 


ひ は 決 し て し な か つた が , Furope で は 何 
績 いて ゐ ま す . 異常 型 研究 は 科 幡 の い ぐ つ 
か の 部 門 で は 重 ぜ られ ます が , 異常 な 昆 貝 
に 名 を 興 を る 事 は 必要 で な く , 過度 に 文献 
を 人 繁 系 に し て ゐる と 思 は れ ま す . 
他 の 傾向 は "より 大 きい zg と か "より め 小 
さい 』 と いつ た 容 虚 な 表現 に よる より , 比 


系 と か 敷 を 表 は す 用 語 の 様 に 測り >. る 将 照 


を 指定 し よう と する ゐる 試 で す . この 方 法 は 定 
量 分 類 (quantitative systematics) と 呼ば れ 


て み ま す . micrometer に よ る 精確 が 測定 が 
な され る と , 技術 の 苑 歩 が 起り ます .. 形態 


限 前 。 生物 壁 的 , 生態 称 的 普 に 他 の 限 5 れ 
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た 特定 の 特徴 に 信頼 が 置か れ て ゐ ま す が , 
この 大 都 分 は 統計 壁 
す . これ ら の 方 法 が 有効 で ある 事 は それ 6 
の 方 法 の 春 誰 動物 の 分 類 や 十 生物 台 へ の 適 
用 で 示 され て 来 ま し た 

比較 的 新しい 科 避 で ある 紙 生 聖 は その 研 
究 に 鱗 鞭 類 を 重 ん ず る 様 に な 0 り ま した. 多 
く の 種 は 飼育 が 容易 で . 世代 が 比較 的 多 
く , 容易 に 研究 され , 遺 俺 婦 
的 に 役立つ こと が 知ら れ ま し た 
の 値 を 求め る 理想 的 方 法 は 哀 生 邊 研究 に よ 
り 行 は ろ る べき で す が , か よる 事 は 我々 の 限 
りあ らち 殴 生 了 の 知識 の 下 で は 明らか に 不可 
能 で す . 4 
興味 も や も つて つ ゞ ざけ られ て ゐ ま す . 
生活 喝 の 問題 が 解決 され ま し た が , 
が , 特に 


. population 


く 


て ゐ ま す . 
我 圏 に は 2 つの 量 の 交 の 和 
が あり ま す . 第 一 は The American Associ- 


ation of Economic Entomologists で 1839 年 
に 創立 され , journal を 出し て ゐ ま す . 他 
は Tie Entomological Society of America 
で 1906 年 に 創立 され まし た . この 管 は 國 の 
各所 で 年 一 回 倫 合 し , 年 皿 回 annals が 病 
行き れ ま す . これ ら の 會 は 普通 毎年 の 富合 
を 同時 に 同じ 場所 で 行 つ て ゐ ま す . 叉 多く 
の 地方 の 了 含 が あり ます が , その 内 主 な も 


の は : 
Tne Amecrican Entomologicat Society 
1859 年 創立 
The Brooklyn Entomolosical Society 
1872 年 創立 
The Cambridgs Entomological Club 
1974 年 創立 
The New York Entomoiogical Society 
1892 年 創立 
The Pacific Coast Entomological Society 
1901 年 創立 
The Washington Entomological Society 
上 1884 年 創立 
これ ら の 大 抵 は journals, proceedings, 


transactions 人 答 あ 普通 年 四 回 哀 行 し , 夏季 
以外 大 角 月 一 回 倫 合 し て の ます. これ 等 の 
谷合 は 講演 の 様 な 科 牌 論文 を 詩 む 事 に 多く 
は 和典 へ られ ず , 大 的 着 色 幻 燈 板 や 高 買 に よ 
り 説 明 さ きれ ます .・ これら 届 党 の ある も の は 

年 一 二 回 時 外 探 集合 を 行 ひ , 1 


BUTTERTTL ES AND MIOTHS 


_ 族 を つれ て 出掛け ます . 
的 方 法 の 適用 を 受け ま 5 


E の 有用 な 目 


Heterocera に 於 て , 解決 を 待つ | 





倫 員 は よ 《 家 ー 


(41) 





こう し て 赴 交 と 探 
集 が 結び つけ られ て ゐ の ます. 
合 此 國 の 虹 虫 忠 者 は , 世界 至 ヵ所 彼 等 の 
研究 分 野 で 起 つ て ゐる 事 に つい て 行く 決心 
を し て の ます . 國家 主義 者 的 で ある な ん て 
夢 に も 思ひ ませ ん . 若干 の 定期 刊行 物 は そ 
の 各 組 に , その 月 々 地球 の 各地 より 編 則 音 
の 机 に 居 い た すべ て の 昆虫 明 の 論文 の 標題 
或 は 摘要 3 へ 毅 表 し て ゐ ま す . . 加 う る に 秒 
路 の ) に が 御覧 の 様 に The Zoolo: gical Record 
を 協議 し て ゐ 6 世界 は 今や や 最 『 も 遠い 園 


で 我々 の 研究 分 に 於 て 介 が 行 は れ て ゐる 
生生 の 
す . 上 


第 8 回 國際 昆虫 限 信 議 は 198 年 夏 Stock- 
holm で 行 は れ ま し た . 30 ば か り の 國 か 6 
約 510 人 の 昆 騨 者 が 参 舎 し まし た . 次 の 
谷 議 は 1951 年 に Amsterdam で 開か が れる は 
まで す . この 営 飼 議 に つい て 知り た い ` カ ( は 一 
Secretariat, 

c/o Physiologisch Laboratorium, 

136 Rapsnburgerstraat, 
Amsterdam, Holland. i 
和 手 紙 を 出し て 下さ きい. 筑 8 回答 識 は 此 上 
EN OA OT 

東 聖 具 一 を し て 富 に 全 動 物 訓 上 囚 一 で 近 
dE ei 『 議 で 
これ は 1948 年 夏 Paris で 開か れ ま し た . 同 
會 議 で 國際 動物 命名 規約 は 多く の 細 日 に 理 
り 改 め ら 6 れ , か な り 敷 術 さ れ ま 0 
に 規約 に 証 粗 と し て 編入 する ゐる ため, 信 

交 見 や 陳 Rg 
新規 約 は 本 年 中 に に 公表 され , 全 昆 虫 抽 者 に 
徹 迎 され る で し ょ ぅ . この 菊 の 信 議 は 1953 
年 Denmark の Copenhagen で 開か れ る 称 
定 で す . 

この 手紙 が 日 本 の 鯉 直 昌 研究 記者 に 興味 あ 
2 様 願 つ て ゐ ま す . 若 し そ の 人 々 が 和 幣 来 何 
か 通知 し て ほし いと 思 は れる 問題 が あり ま 
し た ら 6 どう か 購 踏 せ ず 御 知 ら せ 下 さい . 

前 上 大 

(signed) Cyril F. dos Passos 

本 文 は 編 皿 者 の 一 人 岡田 度 夫 の 希望 に よ 5 
The American Museum of Natural History の 
所 員 で 最近 米 園 で 大 い に 活 躍 し て ゐる 蝶 研 究 家 
yral F. dos Hassos 氏 よ り 寄 せら れ た も の で 
ある . 氏 は 前 門 に 紹介 し た Argynninae の 分 類 
や 他 に 敷 乱 の 論 六 を 手頃 連 貫 的 に 豆 表 し , 文中 
に ある 1948 年 の 會 議 に ぉ 出席 し て の る. 

今後 各 図 の 一 流 映 虹 研 究 家 に 順次 その 國 の 二 
尚 の 情勢 に つい て 寄稿 し て $ $ ら う 張 定 で , 次 名 
より 区 洲 省 園 を 巡 械 する 事 に し 度 い ・ 
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